
筆文字アート起業までの道のり

Instagram

＼筆文字アートでママとこどもを笑顔に／

パパとママの愛をカタチに

筆文字アート たえ
（矢野多江子）

〖やる気さえあればだれでもできる！〗

～これをやれば筆文字だけで月収5万円稼げる～



⑴ 筆文字を毎日描き続けた

〖筆文字は描けば描くほど、自分らしいオリジナルの書が発見でき、自分の

筆の動きや描き癖によって、どんな線をだせるかを知ることができる〗

①好きな筆文字アートさんの、線の描き方をとにかく真似して、練習して、

バリエーションを増やして、自分のもの【オリジナルの書】にしていく

(インスタで筆文字アートと検索して筆文字の知識・技を学ぶ)

➁たまに描くだけでは、毎回同じ文字の形になってしまう

自信をつける為にも、一日15分でもいいから筆をもって、文字の練習

を毎日する習慣をつける



⑵ 筆文字アート作品をプレゼントする

〖自分の作品をたくさんの方に知って頂くことが大事〗

①「命名書・メッセージカード・お名前ポエム・ﾒﾓﾘｱﾙﾎﾟｴﾑ・はがき」

を描いて、たくさんの方へプレゼントして、どんな感じが喜ばれるか

直接プレゼントして、感想を聞いてみよう

➁筆文字アートを始めた時期に、実母が他界

自分の母への気持ちを全身全霊を込めて、お名前ポエム

(ﾒﾓﾘｱﾙﾎﾟｴﾑ)に記すことで、母への思いが注入され、

母の死を受け入れることにもつながり、筆文字は人の心を

穏やかにしてくれる。セラピーの効果もある事に気づく。

何よりも、残された父が喜んでくれ、仏様に手を合わせに来て下さる

方へ作品を見て頂く中、日めくりカレンダーを購入して下さる方が

増えた



⑶ インスタやFacebookで作品・情報を発信する
〖SNSを通して、筆文字に興味を持たれる方へ発信〗

作品の写真・描き方動画を配信すると、知り合いから知り合いへ、

まったく知らない方でも筆文字に興味のある方からのご依頼が入るようになる

＃オーダー承ります → ご依頼がDMから入る

※完璧を求めない！

まずは3割で世に出してみることが大事

⑷ マルシェ・イベントに出店する

〖ハンドメイドマルシェに出店している友人に頼んで出店依頼をする〗

①作品・名刺・チラシ・インスタのQRコードなど、簡単に私とつながるツールを

準備しておく

興味のあられる方へ声をかけ、ご依頼を頂きやすいように、自分を売り込み、

ご注文の流れなど、安心して頂けるように、丁寧にご案内する

➁イベントやマルシェ・ワークショップのお誘いがかかれば、まずやってみる！

必ず次に繫がり、人と人のご縁に繋がる ※お名前ポエムが特に需要があります！！



⑸ インターネットで販売できるマーケットを使う
〖メルカリ・ミンネ・クリーマ〗など、ネット販売できるマーケットを使用

作品の写真・「オーダーも承ります」と記載しておく

検索した時に、ネット販売を利用していると知名度がUPする

※クリーマがお客様の質が良いように感じる

※オンラインショップBASE,MOSH無料でショップが作れます

⑹ 筆文字アート講座を開催する→収入大きい

講座に参加された方の中には、大きな作品は作って欲しいという方も

いらっしゃいます。

また、参加された生徒さんが描かれた作品を家に飾って下さることで、

訪問された方が筆文字に興味を持たれて、ご依頼が入ることもあります。

描いた作品は、しまわずに、額に入れて飾るなどして、人様の目にふれる

ようにしましょう。どこで良きご縁が待っているかわかりませんよ



⑺ お店や人と出会ったら名刺を渡す

①一か月どれくらい稼ぎたいのか？

それはいつまでに稼ぎたいのか？

具体的な目標設定をし、見えるところに貼る！

意識が高い人ほど、目標・夢は叶います！

⑻ 目標設定をする

①良くいくお店・知り合いの自営業されてるお店(飲食店)などで、名刺とはがきに

お店の名前+ひとこと描いてプレゼントする

➁人とお出会いしたら筆文字アートで描いた名刺を渡して、自分を売り込む

インパクトある名刺（筆文字で描く）なら、覚えてもらいやすいでしょう！！

※Canva（キャンバ）無料アプリにて、名刺、チラシ、インスタ投稿などおしゃれなレイアウトが

出来ます！！おススメです！ iPadでは、有料アプリ（700円程）ですが、Zen Brush3で筆文字が描け

ますし、そのまま透明画像をカメラロールに保存する事も可能！失敗してもやり直しができます！

カラー色も豊富です。Apple pencil第2世代が感度が良いので筆の強弱も映しだしてくれます
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